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絵画と文字×比喩と象徴　メタファーとシンボル

　特定の意味を持つ文字や言語は、社会生活を過ごす上で欠くことのできない存在
である。文字は、その普遍性にこそ重要な意味があるのだが、多様化する現代の日
常生活において、私たちは柔軟に修正を加える。高度経済成長期、急速に変化する
社会情勢のなかで迅速な情報共有が求められると、文字の簡略化や形状の象徴化が
促され、新言語の登場をも誘発し、より効率的な情報伝達の規範として整えられる。
これは文化芸術活動へも浸透し、美術活動においては、表現手段として文字の造形
化や比喩表現に応用する美術家も登場する。
　戦後現代美術の旗手、吉原治良は前衛書家との交流をとおして抽象表現へと向か
う。晩年の〈円〉への執着には、日本の象徴的な造形への取り組みが窺える。文字
のイメージから認識される重層的な日本言語の特異性が吉原の抽象表現の原点とな
った。文字は、新たな意味を創成する極めて自由な表現手段として高められ、美術
家たちの主題として多用された。
　戦後の絵画は文字が果たしてきた役割を包含した日本を象徴する造形表現として
海外で紹介された。ポストモダンはアメリカ現代美術への共感と独自性の発揮を促
し、日本文化の伸長と創成に貢献していった。

  香川県立ミュージアム　田口慶太

吉原治良　1971年　192．0×260．0cm

総本山善通寺の献麺式（写真提供：公益社団法人香川県観光協会）

●『ダイシ（大師）』の力で健康づくり・まちづくり
� 善通寺市長　平　岡　政　典
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表２（左開き） 表３（左開き）

2020／ 2  No．395 百十四経済研究所

視点

海外レポート

アンケート調査

経営情報

Information

経営情報

My Health

最近の内外経済

香川の経済

❶ 『ダイシ（大師）』の力で健康づくり・まちづくり
善通寺市長　平　岡　政　典

❷ 第 2 期ジョコウィ政権の「先進インドネシア内閣」発足
株式会社百十四銀行　市場国際部　 　　　　　　　　　　　　　　　　　

（インドネシア・バンクネガラインドネシア駐在）　原　田　　　寛

❹ 香川県内企業経営動向調査による景況感の現状および見通しについて
　  （2019年12月実施）
　  ～景況感は 3 期ぶりに低下し来期も低下する見通し～

� 小売・飲食・サービス業向け中小店舗がお客様を増やす方法
中小企業診断士　高　橋　国　男

� 第70回「114通信講座」募集のお知らせ

� 香川大学研究シーズの紹介（第76回）

� 落花生
国立病院機構高松医療センター　名誉院長 　　　　　　　　　　　
四国電力総合健康開発センター　所長　　 　　　　　　　　　　　

愛媛大学　　　　　　　　　　　客員教授　水　重　克　文

� 景気は、輸出が引き続き弱含むなかで、製造業を中心に
弱さが一段と増しているものの、緩やかに回復している

� 景気は個人消費・住宅投資に弱めの動きもみられるも
のの、回復している

� 経済指標

� 経済日誌

� 催し物のお知らせ

� 雑感
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